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害を自覚している 50歳の女性. 2011年 9月に当院外来
でトルコ鞍内から鞍上部にかけての腫瘍性病変を指摘.
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内科受診, 2011年 8月 28日当院入院となった.単純 CT
では脳室拡大を示し,造影 CTでは左側頭極,第 4脳室に
造影病変を認めており,悪性脳腫瘍による水頭症も疑わ











2012年 1月 18日VP shuntを施行.その後は,介助歩行
できるまでに改善し,リハビリ病院転院となった.
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